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魚
吹
八
幡
神
社
秋
季
例
祭 

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、 

ご
協
力
の
お
蔭
で
、
秋
祭
り

に
向
け
て
の
準
備
が
順
調
に 

進
ん
で
い
ま
す
。 

 

令
和
六
年
魚
吹
八
幡
神
社
秋
季
例

祭
は
、
従
来
通
り
の
神
事
と
、
全
氏
子

の
檀
尻
、
屋
台
の
練
り
出
し
が
決
定

し
ま
し
た
。 

本
年
は
、
平
日
の
執
行
と
な
り
ま

す
が
、
大
勢
の
参
拝
者
で
、
賑
や
か
な

祭
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
も
、
完
全

に
終
息
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
適
切

に
対
応
し
な
が
ら
、
祭
礼
に
取
り
組

み
ま
す
。 

振
興
会
を
中
心
に
、
新
在
家
全
て

の
団
体
が
一
致
団
結
し
、
安
全
で
楽

し
い
祭
り
を
目
指
し
ま
す
。 

            

 

令
和
六
年
魚
吹
八
幡
神
社
秋
季
例
祭
予
定 

 

十
月
二
十
一
日
（
月
）
宵
宮 

「
戎
神
社
」
に
て 

・
流
し
連
町
練
り 

 
 
 
 
 

午
前
九
時 

・
檀
尻
奉
納
演
芸
（
戎
神
社
前
）
午
前
十
時 

・
祭
礼
安
全
祈
願
（
戎
神
社
） 

午
前
十
一
時 
 

・
流
し
連
、
檀
尻
曳
き
出
し 

 

午
前
十
二
時 

・
お
旅
出
発 

 

（
戎
神
社
） 

午
後
七
時 

「
魚
吹
八
幡
神
社
」
に
て 

・
神
輿
渡
御
（
魚
吹
八
幡
神
社
拝
殿
） 

 

午
後
十
時 

 

金
幣
（
大
江
島
） 

神
輿
（
興
浜
・
新
在
家
・
余
子
浜
） 

・
着
輿
の
儀
（
渡
神
殿
到
着
の
後
） 

午
後
十
二
時
ご
ろ
散
会 

 

十
月
二
十
二
日
（
火
）
昼
宮 

・
発
輿
の
儀
（
渡
神
殿
） 

 
 

午
前
十
時
～ 

・
神
楽
獅
子
舞
奉
納
（
朝
日
谷
） 

・
檀
尻
奉
納
演
芸 

 
 
 
 

 

午
前
十
一
時 

 

興
濵
、
新
在
家
、
垣
内 

・
屋
台
宮
入
出
発 

 
 
 
 
 

午
後
一
時 

・
敷
村
練
り
大
太
鼓
、
御
神
宝
出
発 

・
神
輿
還
御 

 
 

金
幣
（
大
江
島
） 

神
輿
（
興
浜
・
新
在
家
・
余
子
浜
） 

・
還
御
祭
の
儀
（
本
殿
） 

・
神
楽
獅
子
舞
奉
納
（
朝
日
谷
） 

 

・
流
し
連
、
檀
尻
出
発 

・
檀
尻
奉
納
演
芸
（
垣
内
） 

 

午
後
七
時
三
十
分 

 
 
 
 
 

・
屋
台
帰
村
（
楼
門
前
） 

 
 

午
後
八
時 

・
檀
尻
帰
村
（
楼
門
前
） 

 
 

午
後
十
一
時 

 

皆
様
の
協
力
と
知
恵
を
活
か
し
て 

子
ど
も
達
が
祭
り
に
参
加
で
き
る 

体
制
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

網
干
小
学
校
は
二
一
日
、 

二
二
日
は
休
校
日
で
す
。 

 
 

今
年
の
秋
季
例
祭
は
、
平
日
で
通

常
の
祭
礼
と
な
り
、
網
干
小
学
校
も

今
年
か
ら
十
月
二
一
日
～
二
二
日
は

休
校
日
と
な
り
ま
す
。 

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
中

心
を
な
し
、
老
若
男
女
す
べ
て
の
年

代
が
参
加
す
る
祭
礼
を
、
今
後
も
継

続
す
る
た
め
の
、
試
金
石
に
な
り
ま

す
。 特

に
子
ど
も
達
（
小
学
校
一
年
～

中
学
校
三
年
）
の
参
加
が
重
要
で
「
故

郷
網
干
」
と
感
じ
、
末
永
く
地
域
の
伝

統
と
文
化
を
継
続
す
る
た
め
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
い

思
い
出
を
作
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
知
恵
を

活
か
し
て
、
祭
り
に
触
れ
合
う
機
会

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。 

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
自
治

会
役
員
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

安
全
安
心
を
優
先
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
賑
や
か
で
地
域
を
挙
げ
て

の
お
祭
り
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、

全
力
を
挙
げ
ま
す
。
例
祭
執
行
に
つ

い
て
の
ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 
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網
干
小
学
校
便
り 

 
 

網
干
小
学
校
郷
土
資
料
室
を
開
放
し
ま
す
。 

網
干
小
学
校
の
郷
土
資
料
室
へ 

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 令
和
六
年
十
月
十
日
（
木
）
十
時
か
ら
十
六
時
ま
で
、
網

干
小
学
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
合
わ
せ
て
、
「
網
干
郷

土
資
料
室
」
を
開
放
し
ま
す
。 

網
干
近
郊
で
発
見
さ
れ
た
遺
物
や
昭
和
の
初
め
に
使
用
さ

れ
て
い
た
生
活
用
品
、
余
子
浜
地
区
の
先
代
の
檀
尻
な
ど
、

祭
り
に
係
る
展
示
も
あ
り
、
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
す
。 

通
常
は
非
公
開
で
す
が
、
網
干
の
皆
様 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
見
て
く
だ
さ
い
。 

 

  

「
網
干
っ
子
見
守
り
隊
」
の 

活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い 

 新
在
家
の
網
干
保
育
園
前
の
道
路
お
よ
び
東
雲
橋
交
差
点

に
て
、
火
曜
・
金
曜
の
午
後
に
立
哨
し
て
い
ま
す
。 

当
番
制
で
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
安
全
協
会
、
そ

の
他
女
性
部
の
有
志
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
網
干
小
学
校
低

学
年
を
中
心
に
、
下
校
時
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

（
当
番
は
月
一
回
の
計
画
で
す
） 

月
に
一
度
、
約
一
時
間
程
度
の
ご
参
加
に 

ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

連
絡
は
各
自
治
会
長
か
利
根
代
表
会
長
ま
で
。 

電
話(

０
８
０)

５
６
３
５-

３
４
７
８ 

利
根 

 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 

交
通
規
則
を
守
り 

 
 

不
幸
な
事
故
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う 

 

・
九
月
二
一
日
（
土
）
～
三
十
日
（
月
）
に
実
施 

① 

九
月
二
一
日
は 

 
 
 

「
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
日
」 

② 

九
月
三
十
日
は 

 
 
 

「
交
通
事
故
死
亡
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」 

 

運
動
の
重
点 
 

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

歩
行
者
の
安
全
確
保 

 
 

＊
歩
行
者
は
夜
道
に 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
反
射
材
を 

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進 

 

 
 

＊
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
乗
車
を 

・
自
動
車
は
、
歩
行
者
等
の
保
護
を 

始
め
と
す
る
安
全
運
転
意
識
の
向
上 

 
 

＊
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す 

・
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶 

 
 

＊
飲
酒
し
た
人
に
車
を
貸
す
こ
と
は
厳
罰 

   交
通
事
故
は
被
害
者
も
、 

加
害
者
も
悲
惨
な
目
に
あ
い
ま
す
。 

お
互
い
に
相
手
を
思
い
や
り
、 

安
全
第
一
の
意
識
を
持
ち 

通
行
し
ま
し
ょ
う
。 

   

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
令
和
六
年
度
） 

 
 
 
 
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 令
和
五
年
度
の
姫
路
市
内
で
の
募
金
の
総
額
は
、
七
二
四

六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
募
金
総
額
の
九
割
が
姫
路
市
内
の

様
々
な
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
、
住
民
同
士
の
繋
が
り
や
、
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

児
童
福
祉
活
動
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
。
高
齢
者
福
祉

活
動
で
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
。
そ
し
て
障
害
者
福
祉

事
業
や
地
域
福
祉
活
動
の
啓
発
な
ど
、
広
域
的
な
福
祉
の
推

進
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

新
在
家
自
治
会
も
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  
 
 

 
                               

８月１日（木） 津宮露天商会議 魚吹八幡神社 惣代、壮青年会、宮司
２日（金） 姫路市水道懇話会 姫路市防災ｾﾝﾀｰ 姫路市、懇話会委員
３日（土） 興濵夏祭り 金比羅神社 興濵自治会、５か村他
８日（木） 姫路市同和講演会 姫路市民センター 姫路市、各種団体、学校関係者他
８日（月） 連合定例会 あぼしまち交流館 連合自治会
１０日（土） 定例会 新在家会館 協議委員
１６日（金） 学校懇談会 網干小学校 網干４町自治会長、校長、教頭
１６日（金） 子ども会懇談会 新在家会館 自治会長、神殿会子ども会三役
１７日（土） 垣内火上げ、夏祭り 垣内公園 網干・西連合自治会、垣内自治会他
２２日（木） 津宮１７００年祭会議 魚吹八幡神社 神社、氏子惣代、輪番ほか
２４日（土） 新在家ＰＴＡ会議 新在家会館 新東ＰＴＡ役員、自治会
２５日（日） 新在家ＰＴＡ会議 新在家会館 新西ＰＴＡ役員、自治会
２５日（日） 網干相撲大会 網干相撲場 網干相撲連盟、網干・網干西各自治会
２７日（火） 網干港振興協会総会 網干市民センター 振興協会、各企業、各行政、自治会
２７日（火） 津宮例祭協議会 魚吹八幡神社 氏子惣代、輪番、宮司、壮青年会
２８日（水） 姫路市共同募金会 姫路市福祉会館 自治会、姫路市、共同募金会他
２９日（木） 姫路市下水道懇話会 姫路市防災センター 姫路市、商工会議所、自治会他
３１日（土） 振興会総会 新在家会館 振興会、青年団，ＯＢ会、自治会他
９月２日（月） 姫路市人権同和会議 姫路市北別館 姫路市、教育委員会、学校関係者自治会
４日（水） 網干ロマンの会会議 旧山本邸 姫路市、ロマンの会
５日（木） 網干中愛護会 網干中学校 網干学校関係者，ＰＴＡ、自治会他
８日（日） 連合定例会 あぼしまち交流館 連合自治会
１０日（火） 定例会 新在家会館 協議委員
１１日（水） 網干川公園打合せ 網干川公園 姫路市、自治会
１３日（金） 津宮惣代会 魚吹八幡神社 ２５か村総代他
１６日（月） 老人ｸﾗﾌﾞ演芸会 網干小学校 網干・網干西老人クラブ他
２４日（火） 網干５か村会 あぼしまち交流館 網干５か村祭礼関係者
２６日（木） 三姉妹都市会 姫路商工会議所 岡山市、鳥取市、姫路市
３０日（月） 同和協議専門委員会 姫路市本庁 姫路市、教育委員会、学校会計者他

行　事　経　過　報　告


